
　当第1四半期の半導体市場は、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴う
先行き不透明感は残っているものの、コロナ禍での各種製品の販売動向を見
ると、ノートPC、タブレット、ゲーム機等の好調に加えて、スマホや自動
車向けも需要拡大が続いたことから、メモリ、ロジック共に需要が堅調に推
移しました。短期的には、半導体供給不足による各種デバイスの生産下振れ
等悪影響も懸念されますが、基本的には需要の強さが背景にあり拡大傾向が
続くものと考えられます。FPD市場においては、新型コロナウイルス感染症
拡大等の影響で、PC・タブレット・モニターに使われるITパネルが品薄と
なり稼働率が急上昇しています。しかしこれら市場の設備投資としては、海
外渡航制限の影響が大きく、段階的に解除されつつあるとはいえ、装置の本
格的な現地立上げができない状態が継続しています。
　このような状況において、当社グループは、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止に関する日本及び各国政府や各自治体の要請を遵守するよう社員に
周知徹底し、社員及びお客様をはじめとするステークホルダーの安全確保を
最優先としつつも、製品やサービスの供給、提供に向けて責任ある対応に努
めてまいりました。
　この結果、当第1四半期の経営成績は、売上高8,652百万円、営業利益
1,694百万円、経常利益1,653百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益
1,021百万円となりました。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、ご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご厚情を賜り、
厚く御礼申し上げます。

To Our Shareholders

本株主通信は2020年12月末時点での株主の皆様にお送りいたしますことをご了承ください。

株 主 ・ 投 資 家 の 皆 様 へ

長谷川 正義代表取締役社長

2021年12月期第1四半期業績のご報告 
（2021年1月1日〜2021年3月31日）株主通信
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売 上 高 （ 百 万 円 ）

営 業 利 益 （ 百 万 円 ）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益（百万円）
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　売上高は、引き続きデータセンター関連やモバイル分野
での需要が堅調であることから、メモリ向けが好調に推移
しました。利益面につきましては、高水準な受注高が継続
できたことで安定した稼働が続いたことに加え、プロダク
トミックスの変化により増加しまし
た。この結果、売上高は8,360百万
円、セグメント利益は2,358百万
円となりました。

　売上高は、半導体及びFPD関連の装置が低調となりまし
たが、プローブユニットは安定的なビジネスを継続し底堅
く推移しております。利益面につきましては、仕掛品に対す
る引当金を繰入れたため低調となりました。この結果、売上
高は292百万円、セグメン
ト損失は176百万円となり
ました。

本社　〒180-8508　
	 東京都武蔵野市吉祥寺本町2-6-8
HPアドレス　https://www.mjc.co.jp/

　当社のさらなる成長に向けた新たな取り組みをご紹介します。まず、取締役会における経営戦略議論の一
層の充実と、より高水準のコーポレート・ガバナンスを実現するため、監査等委員会設置会社へ移行しました。
　また、2021年3月には組織変更を実施しました。製品やサービスの競争力を高めるため、新事業研究開
発本部を各事業部へ移管し、研究開発のリソースを最適化しました。そして、企業の成長と価値向上のカ
ギを握るESG、SDGs、ブランディング、デジタルトランスフォーメーション等への取り組みを強化する
ため、経営企画戦略本部を新設しました。
　今後も持続可能な社会の実現と、皆様により信頼される企業を目指していきます。
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T O P I C S MJCの新たな取り組み


